
第
84
回
民
謡
舞
踊
お
さ
ら
い
会
を
座
間
市
公
民
館
で
令
和
６
年
３

月
30
日
、
10
時
30
分
か
ら
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
会
員
の
方
々

の
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
見
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

日
本
の
伝
統
文
化
で
も
あ
る
三
味
線
、
尺
八
、
太
鼓
唄
、
民
謡
、

日
本
舞
踊
。
会
員
皆
で
永
く
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
粟
竹
好
子
） 

  

 

相
模
湾
を
震
源
と
す
る
関
東
大
震
災
か
ら
100
年

を
経
た
令
和
５
年
は
県
内
各
地
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
企

画
展
を
開
い
た
が
、
翌
令
和
６
年
元
日
に
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
7.6
・震
度
7
の
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
お
正
月
番
組
を
切
替
え
地
震
と
津
波
の
状

況
を
告
げ
、
声
を
張
上
げ
て
避
難
を
促
し
た
。
輪
島

市
で
は
「
輪
島
朝
市
」
に
火
災
が
発
生
し
住
宅
店
舗

一
帯
が
翌
日
ま
で
燃
え
広
が
った
。
こ
の
地
域
は
朝
市

と
共
に
伝
統
工
芸
「
輪
島
塗
り
」
の
伝
承
地
で
も
あ

る
。
日
本
中
の
お
正
月
を
彩
る
「
輪
島
塗
り
漆
器
」
の

匠
の
伝
統
文
化
が
地
震
と
火
災
で
破
壊
さ
れ
た
。
半

島
の
道
路
は
崩
壊
や
断
裂
で
支
援
活
動
を
容
易
に
さ

せ
な
い
が
、
死
傷
を
免
れ
た
住
民
同
士
の
互
助
活
動

は
す
ぐ
に
始
ま
り
関
東
大
震
災
の
記
録
に
残
る
座
間

地
域
の
住
民
互
助
活
動
と
思
い
が
重
な
った
。
２
月
に

な
って
輪
島
塗
の
一
部
は
金
沢
市
に
仮
工
房
を
設
け

て
再
出
発
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
った
。
生
活
の
復
興
と
共

に
輪
島
の
文
化
の
継
承
を
願
う
。 

さ
て
、
来
年
度
か
ら
こ
の
協
会
に
「健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

倶
楽
部
」
が
新
加
入
さ
れ
る
。
し
か
し
全
体
で
見
れ

ば
協
会
は
人
数
が
減
って
い
る
。
私
た
ち
は
市
民
芸
術

祭
へ
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
各
団
体
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
等
と

活
動
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
見
て
「
私
も
文
化
活
動
に

参
加
し
た
い
」
と
思
う
人
た
ち
が
居
る
と
思
う
の
に
、

入
会
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
？ 

ち
ょ
っと
努
力
し
て
イ
ベ

ン
ト
で
、
人
の
繋
が
り
と
共
に
「
楽
し
い
ヨ
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
み
る
、
他
の
団
体
と
コ
ラ
ボ
し
て
み
る
等
の
企

画
を
し
て
み
よ
う
。
能
登
の
被
災
地
の
復
興
を
願
う

と
共
に
私
た
ち
も
仲
間
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ

う
。 

文
化
協
会
会
長 

太
田 

司
郎 

野
球
界
の
大
谷
翔
平
選
手
同
様
、
将
棋
界
に
於
い
て
も
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ー
藤
井
聡
太
棋
士
の
出
現
、
８
冠
王
（
名
人
、
竜
王
、
王
将
、

王
位
、
棋
聖
、
棋
王
、
王
座
、
叡
王
）
の
偉
業
達
成
で
益
々
将
棋
に

興
味
を
持
つ
人
が
増
え
て
来
ま
し
た
。
当
サ
ー
ク
ル
は
毎
月
第
２
日

曜
日
10
時
よ
り
座
間
市
公
民
館
２
階
日
本
間
で
、
一
日
中
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
の
で
是
非
足
を
お
運
び
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
鈴
木
兼
夫
） 
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座
間
市
民
謡
連
合
会 

お
さ
ら
い
会
に
よ
せ
て 

谷
戸
山
山
野
草
会 

５
月
の
展
示
会
に
向
け
て 

温
暖
化
に
よ
り
桜
の
花
も
早
く
咲
く
様
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
式
の

時
期
に
満
開
で
は
な
く
卒
業
式
の
花
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
山
野
草

展
が
５
月
10
日
か
ら
12
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
て
ど
ん
な

花
が
咲
く
の
か
？
そ
れ
と
も
も
う
花
が
終
わ
り
緑
だ
け
の
展
示
会
に

な
る
か
。
こ
こ
数
年
悩
む
所
で
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
植
物
に
力
強
さ

を
感
じ
自
然
と
向
き
合
い
頑
張
り
ま
す
。 

 

（
小
島 

千
栄
子
） 

 

榎本千鳥 

丹頂草 

相
武
棋
楽
会 

王
手
！
王
手
！
将
棋
を
楽
し
も
う 

写真提供：小島千栄子 

京鹿子 



２
月
４
日
、
座
間
市
青
少
年
セ
ン
タ

ー
主
催
「
新
春
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
、
日
頃
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
活
動
し

て
い
る
様
々
な
団
体
が
参
加
し
、
館
内

は
熱
気
に
溢
れ
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。
当
協
会
で
も
、
お
こ
と
子
供

ひ
ま
わ
り
合
奏
団
員
と
大
人
お
箏
教
室

生
が
「
さ
く
ら
」
等
３
曲
を
披
露
し
、

お
客
様
に
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
お
こ
と
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
！ 

 
 
 
 
 
 

（
長
谷
川
文
子
） 

  

 

昨
年
５
月
開
催
の
公
民
館
ま
つ
り

で
は
川
柳
友
の
会
と
緑
寿
会
が
参
加
、

川
柳
と
折
り
紙
の
コ
ラ
ボ
展
示
を
し

ま
し
た
。
単
調
な
短
冊
の
展
示
空
間
を

可
愛
い
折
り
紙
の
花
々
が
飾
り
ま
し

た
。
秋
の
文
芸
展
で
は
さ
つ
き
展
に
協 

 
 
 
 

力
し
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
作
品
を
添
え

て
来
場
者
に
お
楽
し
み
頂
き
ま
し
た
。

自
己
主
張
せ
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を

活
か
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示

で
し
た
。 

 
 
 
 

（
稲
垣
文
野
） 

私
達
は
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
一
つ
の

輪
に
な
り
伝
統
の
民
謡
を
踊
る
会
で

す
。
名
称
は
座
間
市
民
謡
連
盟
で
す
。

公
的
組
織
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
公
民
館
・
北

地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に
参
加
。

連
盟
の
行
事
は
、
５
月
大
凧
ま
つ
り
、

７
月
北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
民
謡
の

つ
ど
い
、
８
月
地
域
の
盆
踊
り
に
参
加
。

11
月
は
文
化
協
会
の
芸
術
祭
に
参
加
。

若
い
方
何
人
で
も
お
仲
間
に
ど
う
ぞ
。 

（
安
本
文
子
） 

５
回
の
入
門
教
室
を
経
て
、
２
月
か

ら
新
し
い
俳
句
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
会
員
９
名
の
初
心
者
を
中
心
と

し
た
句
会
で
、
ミ
モ
ザ
俳
句
会
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
入
門
教
室
の
参
加
者

を
募
集
し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
句
会
を

立
ち
上
げ
る
と
い
う
ル
ー
テ
ィ
ン
に

継
続
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
た
だ
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
い
う

課
題
は
残
っ
て
い
ま
す
。 

（
桑
野
剛
） 

 

 

春
季
は
花
と
樹
形
、
秋
季
は
素
材
の

バ
ラ
ン
ス
を
思
考
し
た
席
飾
り
、
本
年

も
市
民
の
方
々
に
感
動
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
栽
培
技
術
の
向
上
を
目
指

し
、
又
そ
の
他
会
員
親
睦
を
兼
ね
た
先

進
地
視
察
、
山
草
の
育
成
研
修
等
色
々

と
研
究
会
で
学
び
ま
す
。 

 

来
年
は
本
会
発
足
50
年
、
記
念
事

業
を
企
画
し
会
員
全
員
で
祝
し
た
い
。

４
月
に
は
さ
つ
き
盆
栽
教
室
開
催
、
是

非
参
加
を
！
（
瀬
戸
宏
孝
） 

 

 

囲
碁
は
19×

19
の
361
枠
の
陣
取
り
ゲ

ー
ム
で
、
361
枠
の
何
処
に
石
を
置
い
て
も

よ
い
の
で
す
が
、
陣
地
を
取
る
た
め
に
は

「
ど
の
よ
う
に
陣
地
を
確
保
す
る
か
」
の

戦
略
が
必
要
で
す
。
隅
で
陣
地
を
確
保
す

る
の
か
、
壁
を
作
っ
て
中
央
に
陣
地
を
確

保
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
相
手
の

石
を
攻
め
る
か
、
な
ど
を
考
え
ま
す
。
又
、

初
級
者
と
上
級
者
が
対
局
す
る
場
合
、
予

め
１
段
級
差
１
目
で
石
を
置
く
こ
と
に
よ

り
、
対
等
に
対
局
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
毎
月
第
１
日
曜
日
10
時
か
ら
公
民

館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。（
馬
場
満
喜
榮
） 

 

 

毎
月
第
１
土
曜
日
の
午
前
10
時
～

12
時
ま
で
座
間
市
公
民
館
で
集
会
を

持
っ
て
い
ま
す
。
大
菊
は
花
弁
が
丸
み

を
帯
び
た
厚
物
（
あ
つ
も
の
）
と
細
長

い
管
物
（
く
だ
も
の
）
が
あ
り
ま
す
。 

色
は
黄
・
白
・
赤
の
ほ
か
ピ
ン
ク
や
錦

な
ど
色
と
り
ど
り
で
す
。
固
有
の
花
名

が
付
け
ら
れ
て
い
て
国
華
横
綱
・
泉
郷

円
舞
曲
な
ど
想
像
す
る
の
も
楽
し
い

で
す
。
５
月
に
さ
し
芽
作
り
講
習
会
を

開
く
予
定
で
す
。 

（
堀
口
正
美
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座
間
市
民
踊
連
盟 

座
間
市
川
柳
連
盟 

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

座
間
市
三
曲
協
会 

お
こ
と
教
室
生
募
集
中 

写真提供：三曲協会 

写真提供：川柳連盟 

座
間
市
俳
句
連
盟 

新
し
い
句
会
が
一
つ
誕
生 

座
間
さ
つ
き
会 

さ
つ
き
会
の
活
動 

座
間
市
囲
碁
連
盟 

座
間
市
菊
友
会 

さ
し
芽
作
り
講
習
会
開
催 

写真提供：菊友会 



コ
ロ
ナ
の
感
染
症
対
策
が

５
類
と
な
っ
た
こ
と
で
、
座

間
市
公
民
館
で
の
稽
古
も
以

前
と
変
わ
ら
ず
練
習
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
令
和
５
年
11

月
26
日
（
日
）
に
は
座
間
市

民
芸
術
祭
に
参
加
し
、「
忠
臣

蔵
七
段
目
一
力
茶
屋
の
場
」
、

「
白
浪
五
人
男
」、「
三
番
叟
」

を
演
じ
盛
会
裏
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
は
６
月
に
市

老
連
の
60
周
年
記
念
式
、
７

月
に
は
鈴
鹿
明
神
社
宵
宮

祭
、
８
月
に
は
青
少
年
指
導

員
を
対
象
と
し
た
歌
舞
伎
教

室
な
ど
、
座
間
に
伝
わ
る
農

村
歌
舞
伎
を
皆
さ
ま
に
周
知

す
る
機
会
が
頂
け
ま
し
た
。 

本
会
は
毎
週
水
曜
日
、
午

後
７
時
か
ら
座
間
市
公
民
館

で
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
見
学
に 

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 
 

（
島
村
利
明
） 

 

毎
年
武
相
華
道
展
、
神
奈

川
県
華
道
展
に
創
造
性
豊
か

な
多
彩
な
作
品
を
出
瓶
し
地

域
社
会
の
い
け
ば
な
文
化
向

上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
市
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
は

四
季
折
々
の
花
を
生
け
て
市

民
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
環
境

の
美
化
に
尽
力
し
て
い
ま

す
。 今

年
の
芸
術
祭
い
け
ば
な

展
は
７
月
13
日
～
14
日
に

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
様
の
多
数
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

（
林
千
鶴
子
） 

10
月
に
芸
術
祭
書
道
展
、
会
場

設
営
は
生
涯
学
習
課
の
方
々
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
作
品
搬
入
展
示

は
、
出
品
者
が
皆
で
行
い
ま
す
。
個

人
出
品
も
有
り
、
書
風
も
色
々
で
、

沢
山
の
方
に
ご
高
覧
頂
き
ま
し
た
。

書
道
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
子
供

も
大
人
も
参
加
者
多
数
有
り
、
半
紙

に
書
い
て
お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
し

た
。 11

月
は
書
道
講
座
開
催
、
一
般

の
書
道
愛
好
家
の
参
加
も
有
り
、
盛

会
で
し
た
。 

 

（
五
味
信
子
） 

 

４
月
総
会
、
毎
月
の
定
例

会
・
勉
強
会
、
５
月
こ
ど
も
の

日
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
紙
芝
居
と

パ
ネ
ル
展
示
。
７
月
あ
す
な
ろ

大
学
で
講
座
。
９
月
か
ら
老
人

ク
ラ
ブ
〝
ソ
レ
イ
ユ
座
間
〟

の
講
座
。
10
月
秋
の
文
化
財

巡
り
、
市
民
芸
術
祭
、
老
人
ホ

ー
ム
の
紙
芝
居
。
11
月
市
民

自
主
企
画
講
座
。
１
月
さ
が
み

七
福
神
、
小
学
校
で
紙
芝
居
。

３
月
春
の
文
化
財
巡
り
。 

 
 
 
 
 

（
伊
藤
浩
史
） 

日
本
の
伝
統
芸
能
の
お
能
を
ご

覧
に
な
っ
た
時
、
印
象
に
残
っ
た
の

は
何
で
す
か
。
能
面
、
衣
装
、
笛
や

鼓
等
の
お
囃
子
？
何
を
言
っ
て
い

る
か
サ
ッ
パ
リ
。「
謡
曲
」
は
能
の

台
本
で
す
。「
羽
衣
」「
鶴
亀
」。
言

葉
と
曲
と
か
ら
な
り
、
お
腹
か
ら
声

を
出
し
て
謡
い
ま
す
。
観
世
流
能
楽

師
・
清
水
寛
二
先
生
の
月
一
回
の
お

稽
古
は
気
合
い
が
入
っ
た
ご
指
導

で
、
身
も
心
も
ス
カ
ッ
と
し
ま
す

よ
。 

 
 
 
 
 

（
宮
本
明
薫
） 

「
ざ
ま
っ
と
」
活
動
報
告
の

中
で
11
月
度
開
催
の
「
生
田

緑
地
撮
影
会
」
で
採
用
し
た

「
楽
々
コ
ー
ス
」
を
紹
介
す

る
。
写
真
連
盟
会
員
の
皆
様
は

足
腰
が
弱
い
方
々
が
多
く
、
参

加
者
を
多
く
集
め
る
た
め
に

楽
々
コ
ー
ス
を
探
し
た
。
下
り

坂
で
構
成
。
向
ヶ
丘
遊
園
駅
北

口
専
修
大
行
バ
ス
停
→
専
修

大
終
点
→
ゴ
ル
フ
場
→
岡
本

美
術
館
→
緑
地
到
着
→
東
入

り
口
か
ら
帰
宅
す
る
。
一
度
試

し
て
み
て
は
ど
う
か
。 

（
八
代
一
二
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入
谷
歌
舞
伎
会 

座
間
市
書
道
連
盟 

秋
の
活
動 

座
間
華
道
協
会 

市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て 

座
間
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会 

令
和
５
年
度
の
実
績
、
予
定 

写真提供：華道協会 

写真提供：ふるさとガイドの会 

座
間
市
謡
曲
連
盟 

「謡
曲
」っ
て
面
白
そ
う
！ 

座
間
市
写
真
連
盟 

楽
々
コ
ー
ス
を
紹
介 

写真提供：写真連盟 



令
和
５
年
７
月
９
日
納
涼
茶
会
、
20

日
ス
マ
ー
ナ
市
日
本
文
化
体
験
、
８
月

19
日
、
20
日
、
茶
道
体
験
教
室
、
10
月

１
日
芸
術
祭
茶
会
と
や
っ
と
日
常
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
四
季
を
感
じ
一
服

を
楽
し
ん
で
茶
道
を
す
る
日
々
の
大

切
さ
を
改
め
て
知
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で

し
た
。
令
和
６
年
６
月
９
日
は
芸
術
祭

茶
会
で
す
。
時
間
制
で
す
の
で
待
つ
こ

と
も
な
く
ゆ
っ
く
り
お
茶
会
を
楽
し

ん
で
頂
け
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
参
加

下
さ
い
。 

 
 
 
 

（
大
矢
枝
利
子
） 

 

元
旦
早
々
、
突
発
的
な
能
登
半
島
の

巨
大
地
震
大
津
波
に
住
処
を
失
っ
た

被
災
者
の
悔
し
さ
は
計
り
切
れ
ず
、
こ

の
傷
ま
し
い
惨
状
に
心
を
寄
せ
心
に

受
け
留
め
時
事
即
詠
に
考
慮
し
つ
つ
、

短
歌
会
は
く
ら
し
生
活
の
中
の
短
歌

を
主
旨
と
す
る
各
投
稿
作
品
の
、
自
由

詠
・
題
詠
に
じ
っ
く
り
と
向
き
合
い
鑑

賞
し
、
評
価
に
専
念
し
つ
つ
相
互
の
短

歌
意
識
の
向
上
を
目
指
し
、
歌
心
を
温

め
て
い
ま
す
。 

 
 

（
伊
田
登
美
子
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
５
年
度
座
間
市
民
芸
術
祭
文
芸
展
受
賞
作
品 

短
歌 

 
 

 伊
田 

登
美
子
先
生 

御
選 

（
天
） 

老
眼
の
進
み
居
り
し
を
思
ひ
知
る
針
に
通
ら
ぬ
糸
を
よ
り
つ
つ 

 
 
 

勝
家 

幸
子 

 

（
地
） 
「
月
影
の
池
」
と
名
の
付
く
寺
池
に
燈 と

う

籠 ろ
う

と
も
り
波
紋

は
も
ん

華 は
な

や
く 

  
 

波
多
野
綾
子 

 

（
人
） 

夢
人
は
消
息
わ
か
ら
ぬ
友
な
る
や
思
ひ
巡
ら
し
一
日
の
終
る    

 
 
 

清
水 

園
江 

梅
田 

稔 
 

先
生 

御
選 

 

（
天
） 

母
さ
ん
の
知
ら
な
い
老
い
を
生
き
て
ま
す
墓
参
叶
は
ぬ
空
を
見
上
げ
て 

勝
家 

幸
子 

 

（
地
） 

雨
の
日
は
妻
の
遺
影
の
部
屋
に
入
り
君
を
愛
す
と
マ
ヒ
ナ
の
歌
を 

 
 

斉
藤 

計
一 

 

（
人
） 

だ
れ
よ
り
も
吾
を
よ
く
知
る
わ
が
影
と
今
日
も
杖
つ
き
ゆ
っ
く
り
歩
む 

松
井
マ
チ
子 

 

高
橋 

正
利 

先
生 

御
選 

（
天
） 

雨
の
日
は
妻
の
遺
影
の
部
屋
に
入
り
君
を
愛
す
と
マ
ヒ
ナ
の
歌
を 

 
 

斉
藤 

計
一 

 

（
地
） 

シ
ヨ
ー
ト
ス
テ
イ
車
ガ
シ
ヤ
リ
と
戸
が
閉
ま
る
窓
に
手
を
ふ
る
夫
あ
き
ら
め
て 

原
田 

好
子 

 

（
人
） 

だ
れ
よ
り
も
吾
を
よ
く
知
る
わ
が
影
と
今
日
も
杖
つ
き
ゆ
っ
く
り
歩
む 

松
井
マ
チ
子 

 

  
 

 
 
 

         

 

川
柳 

 
 

 

（
特
） 

 
 

衰
え
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
も
口
達
者 

 
 

横
谷
み
つ
を 

 

良
い
風
が
吹
け
ば
私
も
舞
い
上
が
る 

  

稲
垣 

文
乃 

 

加
齢
な
ら
わ
た
し
に
落
度
あ
り
ま
せ
ん 

若
林
よ
し
え 

 

老
夫
婦
ち
ぐ
は
ぐ
会
話
ま
た
楽
し 

 
 

藤
塚 

捨
雄 

 

ご
み
箱
で
薬
飲
ん
だ
か
確
認
を 

 
 
 

森 

千
惠
子 

 

 
俳
句 

 
 （

金
）
廻
廊
の
陰
に
庭
師
の
三
尺
寝 

 
 

戸
田 

順 よ
し

章 の
ぶ 

（
銀
）
声
高
に
足
場
組
む
衆
油
照
り 

 
 

池
田 

保
子 

 

（
銅
）
手
応
え
の
輕
く
な
り
た
る
髪
洗
う 

長
野 

保
代 

 

  
 
 

   ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
が
、
い

よ
い
よ
８
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
１
月
３
日
（
予
定
）
ま
で
大
規

模
改
修
工
事
の
た
め
閉
館
に
な

り
ま
す
。
老
朽
化
し
た
設
備
を
改

修
し
安
全
性
を
高
め
長
寿
命
化

す
る
、
い
わ
ば
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
を
今
後
の
座
間
の
町
に
継
承

す
る
た
め
の
大
改
修
で
す
。
文
化

協
会
会
員
の
活
動
発
表
「
市
民
芸

術
祭
」
で
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

の
整
っ
た
環
境
に
支
え
ら
れ
恩

恵
を
受
け
て
参
り
ま
し
た
。
改
修

の
間
、
活
動
に
制
約
を
受
け
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
再
び
相
見
え

る
日
を
楽
し
み
に
文
化
活
動
の

火
を
灯
し
続
け
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
広
報
委
員 

稲
垣
文
野
） 

座
間
市
茶
道
連
盟 

座
間
市
歌
人
会 

生
活
の
中
の
短
歌
を
主
旨 

写真提供：茶道連盟 


